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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、日本列島における文書・記
録の形態・料紙の展開を、東国地域及び東ア
ジア諸国（中国・朝鮮・琉球等）の諸文書の
原本に当たって調査を行い、現在まで調査を
重ねてきた畿内近国のそれと比較検討する
ことにより、３つの融合の段階と展開の様相
を明らかにすることである。 

研究内容 

（１）室町・戦国時代の東国地域の武士が発
給した文書調査 

（２）東アジア諸国（中国・朝鮮・琉球等）
の１２世紀以降の一般行政文書の原本を調
査する。 

料紙の調査内容は料紙の縦横の寸法・厚
さ・重量・簀目本数・糸目幅の計測データを
採取し、料紙表面の板目・刷毛目・紗目・吊
皺さらに料紙繊維の状態・不純物の残存状況
や添加物状態などを観察し、調査データを蓄
積する。 

（３）古文書・古記録料紙の復元製作実験 

２．研究の進捗状況 

（１）東国地域の文書としては、新潟県立博
物館所蔵の色部文書（全点）と茨城県立歴史
館寄託の芹沢文書（全点）を調査し、東北大
学図書館所蔵秋田家史料は秀吉期まで調査
を終えている。色部文書では書状の形態や紙
質に新知見を得ている。いずれも詳細な調査
表を電子化してあるが、色部文書については
研究者にむけて整理したものを、平成２３年
４月にはホームページに公開する。 

（２）東アジア諸国の形態・料紙調査 

①中国については、２０１０年３月北京の中
国自然院自然科学史研究所にて同研究所の
研究者と研究集会（紙研究ワークショップ）

を開催した。中国での紙製作復普及の歴史、
日本における料紙変遷、日本中世文書におけ
る料紙の使われ方などが発表され、さらに研
究情報を交換した。また清華大学劉暁峰副教
授収集清代文書、山東建築大学姜波副教授収
集清代民間文書の原本を調査するとともに、
劉副教授の指導のものに山東賞紙房村にて
桑原料の紙生産の在り方を視察した。 

②朝鮮の料紙については、韓国の朴竣鎬（国
立清州博物館）・宣承慧（国立中央博物館）
らを招き、２００８年１２月東京大学におい
て東アジア古文書料紙日韓研究集会を開催
した。韓国・日本の合計７人の研究者が、日・
韓における料紙の変遷過程や技術発展さら
に古文書料紙観察方法に関する研究を発表
するとともに、日韓に紙原料と技術交流の在
り方を議論した。 

③琉球については、那覇市立歴史博物館所蔵
尚家史料原本のうち約２５０点を調査し、デ
ータ化した。また久米島自然文化センターの
上江洲家文書についても約２００点を調査
した。 

（３）古文書料紙の復元製作実験料紙の復元
製作実験としては、３回にわたり、高知県紙
産業技術センターにて、古代・中世の料紙製
作を想定しながら、実験製作した。 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

理由。当初予定していた研究分野につき、ど
の分野も成果をあげている。 

東国地域文書調査では、色部文書という一括
性のある文書群の料紙内容が明らかとなり、
今後の東国文書料紙調査の基準を提供でき
るとことに来た。 

東アジア諸国文書では、朝鮮の礼節体系と料
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紙との関係、さらに李氏朝鮮時代における楮
の日本からの輸入と使用が明らかとなった。
また琉球文書の調査では、尚家史料でも、上
江洲家文書でも、料紙としては杉原紙・竹
紙・芭蕉紙等を明らかにした。 

４．今後の研究の推進方策 
（１）東国地域文書調査 
東国地域文書の料紙原本調査は全体として
は遅れているので、今回の調査結果が今後の
料紙調査に生かされるよう、調査基準を提供
する。とくに料紙の顕微鏡調査について、そ
の顕微鏡写真を撮影し、公開できるようにす
る。 
（２）東アジア諸国文書 
朝鮮の文書原本の調査が尐ないので、原本調
査を実施する。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
〔雑誌論文〕（計１８件） 

①山本隆志 東国における武士と法会・祭礼
との関係―足利鑁阿寺・宇都宮神宮寺一切経
会を中心に― 査読無 歴史・人類 ３９号 
２０１１年 ３～４９頁、 
②富田正弘 古文書料紙研究の歴史と成果
―檀紙・奉書紙と料紙分類― 査読無 東北
中世史研究会会報 ２０号 ２０１１年 
１～４７頁 
③湯山賢一 古代料紙論ノート－延喜式に
みる製紙工程をめぐって－ 査読無 正倉
院紀要 ３２号 ２０１０年 ７１～８４
頁 
④石田実洋・橋本雄 壬生家旧蔵本『宋朝僧
捧返牒記』の基礎的考察 査読有 古文書研
究 ６９号 ２０１０年 １４－３４頁 
⑤小島浩之 東京大学綜合図書館鴎外文庫
「明代勅命」管見 査読有 漢字文献情報処
理研究 １０号 ２００９年 ４－１６頁 
朴竣鎬 韓国の古文書形式と礼制体式 査
読有 古文書研究 ６７号  ２００９年
１～１３頁 

〔学会発表〕（計１６件） 

①富田正弘 いま古文書料紙研究では何が
問題なのか 日本古文書学会 ２０１０年
９月２５日 松山市にぎたつ会館 
②富田正弘 古文書の働きと料紙 東北中
世史研究会 ２０１０年１月８日 東北大
学図書館 
③湯山賢一 日本における古文書料紙の変
遷 東アジア古文書料紙日韓研究集会 ２
００９年１２月１３日 東京大学経済学部 
④小島浩之 東京大学綜合図書館鴎外文庫
明代勅命について 東アジア古文書料紙日
韓研究集会 ２００９年１２月１３日 東
京大学経済学部 
⑤大川昭典 典具帖紙の製作過程（高知県特
産紙の紹介） 東アジア古文書料紙日韓研究

集会 ２００９年１２月１３日 東京大学
経済学部 
⑥朴竣鎬 韓国の古文書形式と礼制体式 
東アジア古文書料紙日韓研究集会 ２００
９年１２月１３日 東京大学経済学部 

宣承慧 朝鮮時代における倭紙の記録につ
いて 東アジア古文書料紙日韓研究集会  
２００９年１２月１３日 東京大学経済学

部 
〔図書〕（計３件） 
①柳原敏明、中世日本の周縁と東アジア、吉川弘

文館、３４６頁、２０１１年 
②丸島和洋、戦国大名武田氏の権力構造、思
文閣出版、４０５頁、２０１１年 
③湯山賢一、文化財と古文書学―筆跡論―、
勉誠出版、２９４頁、２００９年 


